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午前１０時３０分開会 

○米田委員長 おはようございます。ただいまからデジタル・トランスフォーメーション

特別委員会を開会いたします。座って、進めさせていただきます。 

 欠席届が出ております。環境まちづくり部、印出井部長が出張のため欠席です。 

 委員会開催に当たりまして、千代田区議会委員会条例第１７条に基づき、委員長から議

長に申し入れ、小林副区長にご出席いただいております。副区長におかれましては、お忙

しい中、委員会にご出席いただき、ありがとうございます。 

 本日の日程及び資料をお配りしています。この日程に沿って進めてまいりたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 それでは、日程１、報告事項に入ります。最初に、（１）区ポータルサイトの進捗状況

について、理事者からの説明を求めます。 

○小菅デジタル推進担当課長 それでは、私のほうから、報告事項（１）区ポータルサイ

トの進捗状況につきまして、政策経営部資料１に基づきましてご報告申し上げます。 

 本日のご報告なんですけれども、前回の７月の本委員会でもご報告させていただきまし

た区ポータルサイト、こちらにつきまして運用を開始いたしましたので、登録状況などと

合わせましてご報告させていただくものでございます。 

 それでは、資料に沿ってご説明いたします。 

 １番、運用開始日になります。こちらは、前回の委員会でご報告のとおり、８月２６日

土曜日から運用を開始してございます。 

 次に、２番の登録者数等の状況でございます。９月２５日時点で、１,０００名を超え

る方々にご登録を頂いておりまして、昨日１０月３日、こちらの状況を見てみましたとこ

ろ、約１,１００名というところで、さらに１００名程度増えているという状況でござい

ます。申請では資料に記載のとおり約５０件ほど、また予約につきましては約１,０００

件ほどご利用を頂いているという状況でございます。 

 ３番、周知でございます。こちら、開始に当たりまして、前回の委員会でもご意見を頂

いたところですけれども、広報紙ですとか区ホームページなどのほか、運用開始に当たり

ましてのイベント、こちらにつきましても、広報広聴課のほうとも連携を取りながら、周

知に努めてまいったところでございます。 

 また、子ども部とも連携をしまして、子ども部のツールを活用し、保育園等の保護者の

皆様にご案内をするとともに、各所におけるチラシ配布などを行ってきたところでござい

ます。 

 今後につきましても、チラシ配布などを行うとともに、改めて広報紙に掲載することも

検討してございますので、引き続き庁内連携を図りながら、積極的に周知に努めてまいり

たいと考えてございます。 

 なお、参考としまして、８月２６日に実施したイベントについて記載してございます。

詳細説明のほうは割愛させていただきますが、当日は、四角の枠内の一番下にございます

とおり、４３組の皆様にご参加いただいたところでございます。 

 ４番、その他でございます。８月２６日のイベント申込者５３名にアンケートを配信し
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まして、１９名の方からご回答を頂きました。お手数ですが、裏面をご覧いただければと

思います。 

 こちらが、アンケートの主な集計結果となってございます。上から、「アカウント登録

などが迷わずできたか」。こちらでは９０％の方が迷うことなくできたと。次の見た目、

デザインといったところでは、全ての方が、普通以上というところのご評価。また、今後

の利用意向としても、多くの方が使いたいというようなご意向を頂いたところでございま

す。 

お手数ですが、表面にお戻りいただければと存じます。 

 アンケート結果全体として、デジタル化等に前向き、肯定的な意見でございました。 

 また、「ポータルでどのような情報が届くといいですか」という質問に対しては、イベ

ント情報が欲しいといった声が多かったというところでございます。 

 一方で、先ほど裏面でもありましたけども、予約申込みが少し難しかったという方もい

らっしゃいました。引き続き窓口での対応も丁寧に行っていくとともに、分かりやすく使

い方などを周知するといったことにも取り組んでまいりたいと考えてございます。 

 なお、今回は１９名の方々からでしたけれども、約１,０００名の登録者向けに、今後、

アンケートを実施することも考えてございます。利用者の皆様の声も聞きながら現在も検

討を進めていますけれども、手続ですとか機能の拡充を検討し、引き続き進めてまいりた

いと考えてございます。 

 簡単ですが、説明は以上となります。 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。 

 説明が終わりました。委員からの質疑を受けます。 

○西岡委員 前もお聞きしたと思うんですけど、子ども部との連携というところで、もち

ろんポータルサイトも併用しつつ、歯科健診なんかも予約はできるようになっていると思

いますけれども、入園申込み等のマイナポータル「ぴったりサービス」を利用している際

に、今回のポータルサイトと同様なのか分かりませんけども、一度、例えば、申請をネッ

トから――要は申請者が出したときに、それを、例えば子ども支援課、子ども部のほうで、

その申請された情報をスライドできるような仕組みになっていない、と。要は、申請され

たものを紙ベースで全部出してから、アウトプットしてから、要はまた打ち直さなきゃい

けないという、そのスライドはできるようになっていないシステムというのは、それは改

善できるんですか。ちょっと確認なんですけど。 

○小菅デジタル推進担当課長 ただいまのご質問、申請情報だとかを、例えば管理をして

いる、保育園の入園申込みがあった方を管理しているシステムのほうへの情報を連携させ

るというようなご趣旨かと存じます。 

○西岡委員 入園だけじゃないです。 

○小菅デジタル推進担当課長 あ、入園だけじゃないですけれども――と存じます。 

○西岡委員 はい。 

○小菅デジタル推進担当課長 多くのシステムの、そういった住基情報につきましては、

３層分離という中で、基幹情報は、ちょっと別に分けて管理している状況でございます。

そういった状況もありますので、現状、ぴったりサービス――あ、失礼しました。ぴった

りサービスにつきましては、国のほうも、連携サーバーという連携の仕組みをつくってお
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りまして、住基情報のほうにも、情報自体は流せるような仕組みになっております。ただ、

一方で、そこにつきましても課題がありまして、自動で全ての情報が入力されるといった

ことはできない状況でして、やはり手入力といったところが発生している状況でございま

す。 

 また、ポータルサイトにつきましても、先ほどの３層分離といったところもございまし

て、現在はシステム間連携といったところはできていないんですけれども、ＣＳＶデータ

の吐き出しでデータを持ってきまして、例えばＲＰＡの活用により入力を補助するだとか、

そういったことは可能性としてございますけれども、委員からありました自動連携、スラ

イドといったようなところは、現在できていないという状況でございます。 

○西岡委員 分かりました。やっぱり、現状そうだなというのが、よく分かりました。こ

れ、サービスを充実化させるということと、やはり職員の方の負担が増えるというのが表

裏一体だと思うんですね。なので、そこをどう改善するか。どちらもウィン・ウィンでな

きゃいけないのに、負担を増やしてどうするんだという。今までのほうが、よほどその申

請されたものを手入力するのと、一々またその情報を見て、アウトプットしてというその

システムを両方構築していかないと、なかなか、ちょっと負担が増えるだけで、本当に果

たしてこれがいいのか、どういうところを目指しているのかというのが、せっかく副区長

も来ていただいているのに、どこをどう直していくのかというのが、全体的に、どうなっ

ているのか教えてもらっていいですか、改めて。目指す方向というか。 

○加茂情報システム課長 ただいまのご指摘でございますが、先ほど担当課長から説明が

ありました、現在のシステムでは３層分離という形で、どうしても情報もシステムも分か

れています。で、そこはもう改善していかない限りは、区民サービスをきちっと提供でき

るどころか職員の負担にもなりますということで、現在、国を挙げて、今、基幹系システ

ム、住民系システムの標準化に取り組んでおります。 

 で、千代田区としては、ただ単にその標準システムに対して対応するのではなくて、現

在の住民情報、総合住民サービスシステムと呼んでいますけども、これ、今、３０業務シ

ステムが動いていますが、このリプレースを、今、同時に並行して行っています。 

 で、期間的には令和７年度までかかりますけれども、ネットワークの見直し等を含めて、

可能な限り３層をまたいだ形の中で情報共有ができること、ただし、扱う情報が個人情報

でもありますので、そこはセキュアにきちっと管理できるような運用体制、そういった中

で、現在、令和７年度を目指して取り組んでいるところでございます。 

○西岡委員 分かりました。 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。 

 ほかに。 

○はやお委員 今、話が出たように、３層構造であるという話の中で、普通、システムを

設計していく上では、作業研究といって、作業フローを書くんですね。それで、それを効

率化するといったところについてやるんで、今のちょっと、そうするとね、だったらばポ

ータルサイトを入れないほうがいいんじゃなかったのという話になるわけですよ。という

ところについては、どういう考えで、今やっているのかという話になって。 

 普通、一般的に考えても、それだったらそんな急ぐことない、逆に言ったらば。という

ところをまずお答えいただきたい。 
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○加茂情報システム課長 まずポータルで取りかかったところは、区民の結節点というと

ころの改善に努めました。現在、区民の皆さんは、ぴったりサービスですとか東京都共同

電子申請のシステムはございますけれども、やはり、窓口に来ていただいて、いろいろ手

続をしていただくという形になっています。で、そこをまず、デジタル技術を使って結節

点を設けたいという形で、まずポータルを開設いたしました。 

 あとはその３層の中での話になりますけれども、今回、ポータルシステムについては、

ＣＲＭ化を目指しております。区民とのいろいろなやり取りを目指して、そこはデータベ

ース化をするつもりでおります。そういったところのデータベースの情報と、今後つくる、

今、リプレースをしている総合住民サービスとの連携を図るということを進めていきたい

と思っております。 

○はやお委員 まあ、ということは、だから、この前もたしか質問したかと思うんですけ

ど、この主要な３システムがあるわけです。それがリプレースのどういうふうなスケジュ

ールになっていて、だから逆に言うと、このスケジュールからしたときに、ここの開発の

タイミングが合っているんじゃないかと。だから今、全庁ＬＡＮのシステムのリプレース

もあるのかどうか知らないけど、そういう、何ていうんですかね、スケジューリングみた

いなやつがないと、議論が、また言ったら、いや、実はこうでした、また言ったらといっ

て、何ていうんですか、総合的な確認ができないので、全庁ＬＡＮだとか総合住民システ

ムだとか、総合行政のシステム、こういう大きな基幹システムの、まず、そのリプレース

をするんであれば、それのスケジュールと、そして、また、そこの関係のあるこのポータ

ルサイトの仕組みというのが、細かい話じゃなくていいんですけど、概要図としてどうい

う関連があるのかということが分からないと、議論がかみ合わないんですよね。 

 もうこういって言ってみたら、今、ね、例えば西岡委員のほうが言ったら、いや、こう

でございましたと言って、そんなの最初っから言えよ、という話になっちゃうから、ちょ

っとその辺のところをどう考えているか。 

○加茂情報システム課長 ただいまご指摘のように、やはり全体工程をお示しするという

ことが先決かと思っております。システムリプレースにつきましては、令和３年度から開

始して、令和７年度末の５か年計画で実施しております。で、まずは、区のデジタル化、

あるいは主要システムの稼働の前提となります情報基盤、これが全庁ＬＡＮリプレースに

なりますけども、これが令和３年度から着手して、昨年度完了したという形になります。 

 現在は、総合行政システムという、いわゆる内部事務システム、こちらのリプレースを

実施しておりまして、これは今年度末を目指してリプレースが完了します。で、リプレー

スを完了したものが今回新しい全庁ＬＡＮのシステムの上で動いていて、ここでは、特に

インターネット空間あるいはクラウドサービスとの連携、あるいは今後のテレワークを含

めた、そういった中で一体的に運用できるという形のものにしています。 

 一方で、一昨年度より、国が標準化で、ガバメントクラウド移行という形のプロジェク

トがございますけども、それに合わせて総合住民サービスのリプレースに着手して、現段

階は国が示す標準化機能に対して、現行の業務あるいは現行のシステムがどのようなギャ

ップがあるのかという形で、フィット・ギャップがほぼ終わっているという形になります。 

 で、来年度以降は、先ほど来議論がありました、例えば区のポータルとの連携ですとか

ぴったりサービスとの連携を含めて、そういったものと、どういうふうに連携をしていく
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のとかという、いわゆる次世代ネットワークの在り方というふうに呼んでおりますけども、

そういった中で要件定義をしながら、より使いやすいシステムを目指していくと。それで、

それが令和７年度に完了いたしますので、令和８年度の４月からはこの三つのシステムが

一体的に運用できる、そういった形になっていくというところでございます。詳細につき

ましては、別途改めて、この委員会等の場を通じましてご説明をさせていただければとい

うふうに思います。 

○米田委員長 ちょっと、全体からまとめて。 

 部長。 

○村木デジタル担当部長 ただいま、西岡委員それからはやお委員からご質問いただきま

した。 

 まず、西岡委員からのご指摘にありましたように、このシステムを導入するに当たって

は、住民の利便性、それから内部の事務の効率性、この両方の観点が必要だというふうに

認識してございます。今回は、内部の事務、これにつきましては、先ほどからご説明いた

しましたように、現在のネットワーク、３層分離という形で、いわゆるインターネット系、

それからＬＧＷＡＮ系、それから番号系と言われている三つに分かれて構成しております。

これは、住民の皆様の個人データを守るためのセキュリティ上、あるいは個人情報保護、

そういった観点から、特に番号系のものについては、インターネットとの接続については

非常に厳格な要件が要求されておりますので、そこでの直接の接続というのは、技術的に

も、また制度的にも、いろいろ越えなければいけないハードルがありまして、その辺のと

ころは、今、いろいろと検討しているところでございます。 

 それから、はやお委員からご質問がございました全体像、こちらにつきましては、以前

の企画総務委員会でお示ししていたところなんですけど、当委員会におきましては、（発

言する者あり）まだその説明はございませんでしたので、申し訳ございませんでした。そ

れにつきましては、なかなか、先ほど担当課長のほうから口頭でご説明いたしましたが、

委員の皆様は分かりにくいところだと思いますので、改めて次回に、きちんと資料を用意

してご説明させていただきたいと思いますので、ご了解いただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

○米田委員長 はやお委員。 

○はやお委員 あんまり僕ばっかりやってても。結局、今言った関連図というのが分から

ないと、例えば、この前の開発費用が、このポータルサイト、５,５００万という初期投

資がかかるということで、高いなというイメージがあったんですね。で、ちょっと昨日、

今度は、我が地元の町会が１００周年を迎えるんで、もう、そこの近所の大手の印刷会社

のほうとの話合いがありまして、５,５００万なんだよねと言ったら、やっぱり今の３層

の話があったように、ポータルサイトがあると金がかかると。だから、そのぐらいかかる

んじゃないですかということを言われたように、我々としては、区民代表であり、素人で

ありながらも、やっぱりこれだけかかるということについての、やっぱり合理性とか妥当

性ということを、やはり執行機関も説明しないといけないと思っているんですよ。だから、

そこが分かるような資料をきちっと作っていただいて、結局は大きな基幹システムがこう

いうふうに関わってくることだから、このポータルサイトをやるときにこれだけお金がか

かるんですよという説明を、やっぱりもう少し、分かりやすく説明できるような資料をお
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願いしたいということを今言うのと。 

 あと、もう一つ、今、どうなっているのかよく分からないんですけれども、ちょっと僕、

それがどこのシステムに関わっていることだか分かんないんですが、今、全体の話の中で

なんですけれども、職員の方、つまり、特に、保育園だとかあちらのところで、何か業務

報告をネットで、こちらのほうに上げるときに非常にレスポンスがかかってしまって、そ

れでまたその取り合いになっているという話があったんですけれども、これについて何か

存じているのか。何か、そんなの話にならないだろうと言ったのは、だから子ども部のほ

うの話なのか分かんないんですけれども、何かボリュームの計算のミスをしているのか、

その辺のところ何かあったらば。分からないんなら、調べていただいて、また後日、報告

いただきたい。 

 だから、非常に、それを報告するので、皆さんが、もう既に終わっている、解決してい

るなら、またそれを解決しているということをお答えいただきたい。その２点、お答えい

ただきたい。 

○加茂情報システム課長 ただいまのお話は、多分園内業務支援システムのことかなと思

っております。 

○はやお委員 ああ、園内業務支援システム。 

○加茂情報システム課長 昨年度、子ども部さんのほうで、千代田区のこども園、保育園、

園に対して、現状、コロナの中で、特に父兄との情報のやり取り、あるいは登降園管理、

それとあと、健康管理ですね、ここのやり取りと同時に、事務も同時にやらなきゃいけな

いと。ただし、保育士の方はやはり子どもを常に見ていなきゃいけないので、いわゆる固

定席ですとか、あるいはパソコンのあるところで作業するわけにもいかない。それをやる

ためには、午後、どうしても遅くまで超勤の中で対応しなきゃいけないという中で、実は

無線ＬＡＮの仕組みを各園に導入いたしました。で、その無線ＬＡＮの仕組みを、よりセ

キュアにするために、全庁ＬＡＮの延長線上での無線ＬＡＮという形にしました。ですか

ら、今はタブレットと、それとあと業務用端末、この二つ使いで、無線ＬＡＮの電波の届

く範囲であれば、そこから業務報告をして頂いたり、父兄とのやり取りをして頂いたり、

そういうことが可能になっているということでございます。 

○米田委員長 部長。 

○村木デジタル担当部長 ただいまの担当課長の説明に、ちょっと補足させていただきま

す。 

 児童館ですかね…… 

○はやお委員 児童館だとか、園のほうの…… 

○村木デジタル担当部長 子ども部の、（発言する者あり）いわゆる子ども施設、子ども

に関する施設ですね。 

○はやお委員 そうそう。で、今言った園内業務支援システムということなのかもしれな

い。 

○村木デジタル担当部長 そちらにつきましては、今、担当課長のほうから申し上げたと

おり、園内の無線ＬＡＮ環境とかそういったものを整備しまして、現在やっているところ

でございます。 

 あと、今年の２月に今の全庁ＬＡＮを新たにリプレースいたしました。その際、ＬＧＷ
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ＡＮ側にあった業務システムをインターネット側に持ってきまして、ＬＧＷＡＮ側のデー

タにつきましては、ＶＤＩという仕組みで参照するようにしましたが、このＶＤＩが、ち

ょっと混み合ってつながらないというような現象が一時起きておりました。恐らくそれも

あったのかなというふうには思っております。 

 これにつきましては、現在、ＬＧＷＡＮ側にあります業務システム、これを来年度には

インターネット側のほうに移行する予定でございますので、そうした全体的なスケジュー

ルの中で、また解消されていくかなというふうには考えてございます。また、ＶＤＩが足

りないという問題につきましても、こちらのほうで代用端末という形で端末の機械を用意

しまして、それによって接続するということでフォローしておりますので、そちらのほう

も、こちらとしては対応しているところでございます。 

○はやお委員 あと、関連図。 

○村木デジタル担当部長 あ、失礼しました。 

 それから、次回にご提出する資料につきましては、先ほどの全体のスケジュールのほか、

それぞれのシステムの関連、あるいは経費、こういったものが分かるようなものとしてご

提出させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○米田委員長 はやお委員。 

○はやお委員 結局、何だったかちょっとよく、インとアウトのところを自分たちがやる

というので、今、まだ残っているのか知らないんですけども、プロに任せるんではなくて、

何ていうんですかね、デザインみたいなものについて、何ていうやつだったっけな、忘れ

ちゃったけど。（発言する者あり）何システムと。何か、あの、そういう業務のあれを整

理するために、自分たちの、（発言する者あり）えっ。（「ＢＰＲ」と呼ぶ者あり） 

○米田委員長 ＢＰＲ。 

○はやお委員 ＢＰＲだったっけ。何か…… 

○米田委員長 業務改善。 

○はやお委員 業務改善のときで、何かこのシステムを設計していく上で、庁内のほうで、

その、何というのかな、業務を整理する上で、ある程度のところまで職員の人たちが、あ

れを、（発言する者あり）えっ。（「ＲＦＰ」と呼ぶ者あり）あ、ＲＦＰだ、そうだ、Ｒ

ＦＰ。という話もしていたから、それが現在使われているのか。 

 例えばＲＦＰというものをしっかりやっていれば、こういうような問題、というのは起

きたのか起きないのか。で、今、暫定的に困っていないということをもう一度明確に答え

ていただいて、それで、何ていうの、そうは言いながらも、今言ったように、きちっと、

今、いろいろお困りになっている現場サイドのほうについてはいつ頃までに改善されると

いうことはきちっと告知されているのかどうか、ということをお答えいただきたいと。 

○村木デジタル担当部長 ＲＦＰの話ですけど、システムを導入するに当たりましては、

もちろんＲＦＰを作成いたしまして、プロポーザルとかで要素を決めているという形にな

ってございます。 

○はやお委員 まだやっているんだ、じゃあ。 

○村木デジタル担当部長 それから、先ほど言いましたシステムのつながりにくいという

現象ですけど、こちらにつきましては、現実問題といたしまして、やはりアクセスが集中

したときにつながらないということがございます。ただ、これも、来年度、業務系システ
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ムがインターネット側に移行すると、恐らく解消されるものと思っていますので、来年の

４月以降はそういったことはないかなというふうには考えてございます。 

○はやお委員 はい。 

○米田委員長 ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。それでは、（１）区ポータルサイトの進捗

状況について、質疑を終了します。 

 次に、（２）デジタルデバイド対策について、理事者からの説明を求めます。 

○御郷デジタル政策課長 では、私のほうから、（２）のデジタルデバイド対策について

説明させていただきます。 

 デジタルデバイド対策につきましては、社会全体でデジタル化が進められる中、誰もが

デジタル化の恩恵を受けられるよう、情報格差を発生させないための取組でございます。

こうしたことから、令和３年それから昨年度と、区民館や区民ホールにおきまして、都と

の連携事業として、スマホ教室を開催しております。今年度につきましては、地元企業の

株式会社ソフマップ様が総務省の「デジタル活用支援推進事業」の補助事業者として選定

されたことから、都の連携事業も活用しつつ、デバイド対策のメニューの拡充を図ってま

いります。本日は、先月開催したスマホ教室につきまして、報告させていただきます。 

 １１日、１３日、１５日の３日間におきまして、午前・午後に６出張所におきましてス

マホ教室を開催いたしました。総参加者数は５２名でございます。 

 対象者につきましては、スマホに不慣れな方、もっと使いこなしたい方、もちろん、こ

の中にはスマホをお持ちでない方も対象となります。 

 ３の講習内容につきましては、基本的な操作から、マイナポータルの活用方法など、基

本講座と応用講座の二部構成で学んでいただいております。 

 参加者にアンケートを取りましたところ、協力いただいた４９名の方のうち、約９２％

の４５名の方が、「満足」「やや満足」と評価いただいております。 

 裏面をご覧いただければと思います。別紙のところでございます。 

 アンケートの主な集計結果でございます。左上が、今、説明いたしました９２％の満足

度でございます。で、右上の円グラフですけども、講習会の内容につきまして、「理解で

きた」「やや理解できた」が８８％でございます。 

 中央左の円グラフでございます。１名の方を除く９８名の方が、今後もこの講習会など

を利用したいといった形で頂いております。 

 その右でございます。支援メニューでございますけども、スマホ教室の定期開催を希望

する方が約４割、相談窓口の設置を希望する方が約３割いらっしゃいました。 

 一番下の主な意見でございます。非常に勉強になった、それから、定期的に開催してほ

しい、ＬＩＮＥなどに特化した教室を開いてほしい、などの意見がございました。 

 また、表面にまた移っていただきまして、一番下の５、今後の取組みでございます。今

回のような単発の講座に加えまして、複数回開催のステップアップ型の講座や、事前予約

なしで誰でも相談できる相談会の開催など、デバイド対策の充実を図ってまいります。 

 また、別紙で参考資料といたしまして添付しておりますけども、今月では、区民ホール

におきまして、午前中４回のステップアップ型の講座を開催しております。また、併せま
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して、同日の午後におきましては相談会を開催しているといったところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○米田委員長 はい。説明が終わりました。委員からの質疑を受けます。 

○富山副委員長 スマホ教室の各出張所によって人数にかなり差が出ているんですが、そ

ちらはどうなっていますでしょうか。 

○御郷デジタル政策課長 こちらは、各出張所１０名ずつの定員という形で募集させてい

ただきましたが、一部出張所におきましては、定員を上回る参加のほうを頂いております。

各出張所で差があるという中でも、特にちょっと、麹町出張所それから神保町出張所の人

数がオーバーしているということもありまして、これは、開催する前にシルバートレーニ

ングスタジオで、こういったデバイド対策、スマホ教室がありますよということで広報を

させていただいて、そういった形で興味を持っていただいた方も参加いただいたという形

になっています。 

 また、その他の出張所も同じような形で声かけをしたんですけども、たまたまその日に

天候が悪く、特に台風が来ていて、そのシルバートレーニングスタジオのほうにご参加す

る方が極端に少なかった日とか、ちょっとたまたま重なったこともありまして、なかなか

ちょっとその辺では、人数に差が出たといった結果でございました。 

 以上です。 

○富山副委員長 ありがとうございます。 

 今回、この周知方法についてなんですけれども、デジタルデバイドで悩まれている方が

多いのはやっぱり高齢者の方が多いので、各町会ごとにお知らせをするなどの方法を検討

していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○御郷デジタル政策課長 広報のやり方につきまして、今回も広報千代田、それから地域

にある掲示板などで広報活動をさせていただきましたし、また区民住宅などはチラシの投

げ込みなどで対応させていただいております。 

 せっかくの機会でございますし、また、まだ定員にも余力といいますか、幅があるよう

なところもありますので、今後はまた副委員長のご意見も賜りながら、積極的に、ちょっ

と、参加の呼びかけのほうをしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○富山副委員長 お願いいたします。 

○米田委員長 ほかにございますか。 

○おのでら委員 こちらのスマホ教室の開催は、月曜と水曜と金曜に実施されていますと。

で、スマートフォンの体験会については、月・水・火・木という予定なんですけども、例

えばスマートフォン体験会ですと、対象の方が６０歳以上の都民で、または操作に慣れて

いない方とあるんですね。６０歳以上ですと働いている方も多くいらっしゃいますし、ま

た操作に慣れていない方といったら、その６０歳より下の方というのが対象になってくる

かと思うんですけども。土曜とか日曜に、これは実施されないものなんでしょうか。かな

りニーズがあるものだと思うんですけれども。 

○御郷デジタル政策課長 今、実施の曜日、特に、まだ働いている方がいらっしゃる年代

も含まれるということで、土日の開催という話もございました。 

 今回のこの報告させていただいた、国と株式会社ソフマップ様の連携事業、それから、
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今月開催している東京都の事業でございまして、こちらが、どうしても補助事業というこ

とで、そういった曜日のものとか、あと、そういった対象者、６０歳以上で不慣れな方と

かといった、そういった条件が補助事業の中で決められておりまして、そこがちょっと、

なかなか、曜日の自由度もない状況でございます。ただ、また、じゃあ、区の単独事業で

できるんではないかというご意見もあるかと思いますので、今後そちらにつきましては、

土日開催も含めて、ちょっと検討のほうを来年度以降していきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○米田委員長 ほかにございますか。 

○嶋崎委員 別に、その、きれいに人数を分けたわけじゃないんだろうけど、４名と１４

名と８名というのが、何かえらくきれいに分かれているよね。（発言する者あり）それで、

先ほど課長から、シルバートレーニングスタジオのときにその情報提供をして、それで来

ていただいた。やっぱりそういう、何か高齢者の皆さんが集まっているところに情報提供

をすれば、必ずや興味を持って、時間の余裕があれば、じゃあ行こうよみたいな話になる

んじゃないかと思うんで、そこら辺、保健福祉部との連携とか、それから、ほかの、やっ

ぱり、何か催し事をしているところとの連携というのをしないと、これだけで来てくださ

いよというのはなかなか、周知がなかなかできないんじゃないか。せっかくそういういい

事例があるんだから、そこは今後の中の参考として。あまりその、１４名と８名と４名と

きれいに分かれ過ぎているから、何かあるのみたいな。俺たち、疑うのは得意だから、

（発言する者あり）そこら辺は何か知恵を出したほうがいいんじゃないかと思うんですけ

ど、いかがでしょう。 

○御郷デジタル政策課長 今、その周知の方法を含めてご意見いただきました。ほかの課

との連携ということも、今後、しっかり連携を深めていきたいなと思っています。これま

でも、社協などの取組、それからコミュニティ総務課でも、地域のほうでのスマホのデバ

イド対策のほうもしておりまして、そういった横の連携というのも図っております。 

 そういった中で、今、呼びかけの方法とか機会をしっかりと増やしていきたいなと思っ

ていますし、またチラシのほうも刷っておりますので、そういった、例えば、そういった

出張所などもお貸しいただくとか、ほかのそういったイベントなどでも呼びかけをしてい

くとか、そういった形で参加の人数を増やしていく、参加いただくような形で周知を図っ

ていくといったところの取組について、しっかりとやっていきたいと思っております。 

 以上です。 

○嶋崎委員 まあ、当然、そうですよね。せっかくのチャンスなんだから。で、やっぱり

持っていていただいて、基本的な操作とかそういうことが分かっていれば、いろんな手続

がこれから、このＤＸで、議会の中でも各議員が指摘をしているように、ＰＨＲにしても、

それから様々なところで利活用ができるわけですよ。それを普及させてほしい。持ってい

ていただいて最低限のことを分かっていただければ、持ってきていただければ、窓口でも、

いろんなところでも対応できるじゃないですか。そこら辺の周知も併せてしていただきた

いと思うんだけど、いかがでしょう。 

○御郷デジタル政策課長 今、貴重なご意見いただきまして、こういったスマホ教室を開

いている中で、意外に持っていない方ばかりかなと思ったら、持っている方もなかなか使
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い方が難しくて分からないということで、使いこなせていない方も、結構な人数、いらっ

しゃいます。そういった方というのは、本当に、携帯電話として電話機能しか使っていな

いとか、そういったところも、もったいないような使い方もありますので、今後、高齢者

の方も含めて、そういったスマホを利活用するのに、少し便利だなと思っていただくよう

な取組というのも大事かなと思っています。 

 例えば、地図情報を使うようなアプリとかを実際に体験してもらって、迷ったときにも、

こういった形で見れば、また家に戻れるようなアプリが入っているんだよとか、あと、電

車に乗るときの乗換えの駅とかもすぐに表示されるような形にも、今、なっていますので、

そういったアプリ情報が便利と思っていただけるような、そういった取組というのも、こ

ういったスマホ教室の中のメニューとしても、しっかりと充実させていきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○米田委員長 桜井委員。 

○桜井委員 そうですよね。何を使う、使いたいかというところがとても大切なところで、

ただ、相手に電話なりメールなりで自分の言わんとすることを伝えるという、そういう伝

達手段ということだけじゃなくて、今、課長おっしゃったような、そういうアプリみたい

なものを使うことによって非常に便利だよということか分かってくると、また一つの、や

ろうという気持ちにもなるんでしょう。 

 先ほど副委員長もお話しになっていらっしゃいましたけども、いろいろな町会の場とい

うことをおっしゃっていらっしゃいましたけど、長寿会だとか、いろんな会合があります

よね。やっぱしいろいろな場面で、そういう、こういう便利なものをいかに普及する、さ

せるかということはとても大切なことだと思うので、ぜひ、そこら辺のところはやってい

ただきたいというふうに思います。 

 それと、この資料の裏のところに、「理解できた」、「やや理解できた」、または「満

足」、「やや満足」、「やや不満」、「不満」と、いろいろと書いてございます。で、大

体こんな感じなんだなというのはよく分かりましたけど、何が満足なんですかね、何が不

満足なんですかねというところを掘り下げていくということが一番大切なことで、ああ、

やってよかったなというのはこれで分かりましたけど、１人の方も、分からなければその

ままでいいということではなくて、皆さんに分かっていただくためには、何が不満だった

のか、何が逆に満足だったのか、そこら辺のところは、つかんでいらっしゃるんですか。 

○御郷デジタル政策課長 まず１点目の様々な機会での呼びかけ、これはしっかりと、繰

り返しになりますけどもやっていきたいというふうに思っております。 

 あと、アンケートの結果で、満足度が「やや不満」という方、それから講習会を受けて

理解できなかったという方も一部いらっしゃいます。こういった方の意見を見ていますと、

スマホも、ＯＳが、アンドロイドと、ｉＰｈｏｎｅの２種類、要はお持ちになっている方

によって、種類が、機種が違うんですね。その中で、説明を両方、ＯＳの違いを説明しな

がら、同じ内容でも２回やっていっているといったところが…… 

○桜井委員 ああ、大変だ。 

○御郷デジタル政策課長 ちょっとごちゃごちゃになっちゃうようなものもあったので、

そこはちょっと説明のやり方とか資料の工夫で改善していきたいというふうになっていま
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して、それは終わった後にソフマップ様ともちょっと打合せをして、資料の改善など、説

明のやり方などの改善を図るように、協議をしてやっております。そういった形の内容に

なっています。 

 以上です。 

○桜井委員 ああ。それは大変だね。はい、結構です。ありがとうございます。 

○米田委員長 はい。 

 ほかに。 

○牛尾委員 いい企画だと思うんですけれども、ぜひ、こういう資料は、敬老会とかもあ

ったんで、そういったところでも配ると周知が広がるのかなと思いました。 

 会場が出張所だけなんですけれども、シルバートレーニングスタジオ、例えば岩本町の

ほほえみとか、ああいったところでもやっているじゃないですか。ああいったところも会

場として活用するとか、あとは高齢者住宅なども出向いていって、そこの皆さんに、こう

いう企画を行うとか、そういった、場所的にも柔軟な対応というのは可能かどうか、いか

がですか。 

○御郷デジタル政策課長 そうですね。場所につきましては、ちょっといろいろと当課で

もすごく検討したところでございまして、社会福祉協議会、社協のほうで取り組んでいる

ところの場所も検討したんですけども、なかなか、そのスペースの確保とか、ちょっと場

所的に４階になったりとかということもあって、まあ、なかなかアピールしづらいという

のも変ですけども、なかなかちょっと目に入りづらい場所になってしまうような。 

 例えば相談会ですと誰でも予約なしに来れますけども、そういった相談会に行きやすい

かどうかとか、そういったときに、やはり、今やっている区民ホールですと、来庁者の方

で、すぐ聞きたいわというときにはすぐに対応できるような、そういった対応もできるか

なということで、今回、区民ホールとさせていただいております。 

 ただ、また、今後、下期もこういったスマホ教室それから相談会を開催していく中で、

またほかの、社協なんかの取組も、タイミングもありますので、そういうところで、場所

については柔軟に対応していきたいというふうに思っております。 

○牛尾委員 あと、これは高齢者向けの教室なんですけれども、やっぱり高齢者じゃなく

ても、一般にスマートフォンを持っていても、本当に機能が分からないという方もいらっ

しゃるし、そうした高齢者以外の方へのこうした企画の、まあ、何というかな、拡大とい

うかな、そういうのは検討されるんですか。 

○御郷デジタル政策課長 今のところ、この、国と都の連携事業の要件としては６０歳以

上というのが一つの目安になっておりまして、その下の年齢層につきましては、今のとこ

ろメニューとしてはない状況でございます。 

 ただ、また、その需要などもしっかりと見ながら、今後、区の単独事業でやるのかどう

かも含めて、ちょっと検討していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○米田委員長 ほかにございますか。 

○はやお委員 この事業自体は、情報格差を広げないということで、縮めることがどこま

でできるかという話はあるんですけれども。一番やっぱり感じたことは、今言ったように

東京都、そして並びにソフマップの事業であると。 
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 それと一方で、先ほどもちょっとちらっと言っていましたけど、地域振興のほうのコミ

ュニティ総務課のほうでやっている内容。この辺のところについて、実を言うと、うちの

当町会のほうも、それを使いながら、役員並びに婦人部長が入って、また婦人部のほうも

ＬＩＮＥの使い方だとかというのをやっているんですね。で、かなり何度も何度も、個々

個別にやっているもんですから、かなりそういうリテラシーの部分についてまで入るよう

な整理がかかってきているんで、なかなか、これだけの体験会だけではいかないと思うん

です。 

 だから、今の話からすると、部分で議論になっちゃうんですけども、やはり、私が聞き

たいのは、そういう、コミュニティ総務課もやっているそういう、事業名は、ちょっと、

何だったか忘れちゃったんですけど、事業を含めて、これがどういう位置づけなのか、で、

補完をどうやってしていくのか。つまり、それぞれの事業についての役割をやっぱり常に

言っているのは、関連がどういうふうにあって、最終的に情報の格差を減らしていくのか

ということをどうやっているのかが見えないんですよ。今のこれだけやったら、もう、猫

の、猫じゃらしみたいなもんで、ぱっぱっぱっぱという話になっているけど、でも、ほか

の事業もあるでしょ、と。そこはＤＸがきちっと把握して、こうでございますと説明がな

いと、やっぱり我々としては、どういうふうにそれを対応しているのか分かんないですけ

ど、その辺どのように考えているのか、お答えいただきたい。 

○御郷デジタル政策課長 今、委員のお話のコミュニティ総務課の取組ですけども、デジ

タルツール、ＬＩＮＥとかのツールの活用支援ということで、ＺｏｏｍとかＬＩＮＥとか

の、実際にちょっと使うような、そういった講習会を開いたりとか、また、その訪問、予

約というふうに聞いていますけど、訪問して、実際に教えるような、そういったメニュー

もあったりとかします。また、機器を助成するようなものもあったと思いますけども、そ

ういった取組もコミュニティ総務課ではしております。 

 一方で、社協のほうでも、ボランティアの方に、実際にスマホの使い方を高齢者の方に

教えたりとかということで取り組んでいるのを社協のほうでもやっておりますし、また、

うちのほうのデジタル政策課のほうでも、こういったスマホ教室を開いているということ

で、全体的な体系として、今、はっきりと区分けというのがなかなか難しい中で、じゃあ

何でこういうことを取り組んでいるかというところでは、今お話をさせていただいている、

なかなか、その、まだリーチできていない高齢者の方が中にはまだいるというふうに認識

しております。要は、スマホ教室を実際に開いているかどうかも、なかなか認識できてい

ないような高齢者の方も、中にはいらっしゃると思うんですね。ですが、今は、何回も何

回もスマホ教室を、今は当課としてはしっかりとさせていただきながら、取り残されるこ

とのないような形での高齢者の方に参加いただくような形で、要はリーチしているような

状況でございます。 

 それで、全く横との連携がないかというと、そうではなくて、しっかりとコミュニティ

総務課と社協のほうも、しっかりと横の連携はちょっと図りながら、今は進めているとい

ったところでございます。 

 以上です。 

○はやお委員 もう、これ以上、まあ、いろいろあるんですよ。それぞれ、いろいろ事業

をやってみて、それでやっていきながら総括していって、で、こういう役割分担を決めて
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いこうねとか、位置づけをこうしましょうねという整理の仕方もあるし、トップダウンみ

たいに、こういうふうに、情報格差を整理するためにこうやろうねと。本来であれば、効

率的にやるのはそっちのほうだろうとは思うけど、今の話を聞いていたらば、なかなかそ

の辺のところも整理できていないようだから、やはりＤＸの部隊がそのところを整理して、

もう一度そのところをきちっと網の目のように補完し合って、どういうふうにこういう情

報格差を減らし、やっていくのか。ここ、逆に何かあったら、僕、一番大切なところなん

ですよ。実際のところ、ポータルサイトをやったけれども、みんなご高齢者の方で、いや、

もっと中間のところでもっとあるという可能性があるから、この使いこなせる運用の部分

とかソフトの部分のところをやはりもう少しトータル的に、ハードウエアのことだけでは

なくて。だから、デバイスということで言いながらも、今言ったスマートフォンがベース

になることだから、その辺のところでどういうふうに底上げしていくのかというのは再整

理していただきたいんですけど、いかがでしょうか。 

○村木デジタル担当部長 ただいまはやお委員のほうから、デジタルデバイド対策全般に

ついての考え方についてのご質問を頂きました。 

 先ほど担当課長のほうから申し上げましたように、デバイド対策、我々のほうでやって

いるほかにも、例えばコミュニティの関係でもやっておりますし、それから福祉の関係で

もやっております。それぞれ、我々のやっているのは比較的ベーシックといいますか、全

般的な、一般的な使い方ということで、コミュニティ部門でやっておりますのは、先ほど

ＬＩＮＥとかというお話がございましたが、そういった、いわゆるコミュニティツール、

そちらを中心にしたものというふうになります。それから福祉のほうは、これはもう、

個々の福祉の、例えば社会福祉協議会など、それぞれの方の生活の中に入っていって、

様々な支援をしておりますので、そういった生活支援の中で必要なものを一つとして、こ

のスマートフォンの使い方、そういったものの支援とか、そういったことをしてございま

す。 

 ただ、今言ったように、明確にそこで分けられるものではございませんので、それぞれ

のところ、重なっているところがございますが、これは、全体としまして、できるだけ取

りこぼしがないように、できるだけ多くの方々に手を差し伸べられるような、そういった

形で全体的に目配りをしながら、まあ、体系的にやるというのはなかなか難しいところが

ございますけど、それぞれのところがいろいろと工夫しながらやっていき、それについて

デジタルのほうでいろいろ全体的なところを見ながら、取りこぼしがないように進めてい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○はやお委員 最後。すみません。 

○米田委員長 はやお委員。 

○はやお委員 まあ、そうでしょう。重なり具合のところで、そこのことは言っていない

んです。そんなぴちっとね、重なっちゃいけないなんていうのは、そんなあり得ないこと

ですから。で、オーバーラップしながら、例えば先ほどのコミュニティのほうなんかにつ

いては、当初は、やっぱり役員だとか、何かの情報をＬＩＮＥでやろうと言っていたら、

それを聞いていた婦人部長が勉強会に来て、そして、例えば婦人部のほうの先輩たちに伝

えてくれて、こういうことができますよと。 

 で、私なんかも、このアプリがありますよといったら、ＰＤＦにする、こんなアプリが
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あるのかと驚くぐらい、やっぱりいろんな知識があるもんですから、そういうふうにやる。

だから、今、ちょっとそこのところについては、重なっているのがいけないということじ

ゃなくて、どういうふうな、今事業があるのかということはちょっと整理して、ここで、

委員会で報告してもらえると、やっぱり大切なことだと思って、こういうことをやってい

るんだということをできるのかどうか、お答えいただきたいと思います。 

○村木デジタル担当部長 ただいまご指摘ありましたが、ほかの部署でも、先ほどご説明

しましたとおり、ほかの部署でも様々この関係の事業をしております。もちろん我々のほ

うでもそれは把握しておりますので、そちらのほうは、じゃあ、次回、全体像としてお示

しさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○はやお委員 はい。 

○米田委員長 牛尾委員。 

○牛尾委員 これ、矛盾する話でもあるんですけども、こういった機能を使って、もう便

利になりますよというのを高齢者の皆さんにお知らせするというのは大事なことだと思う

んですけれども、一方で、スマホを使うことによって、例えば特殊詐欺とか、そういった

リスクの面、こういうのをしっかりお知らせしなきゃいけないと思うんですけれども、そ

こについてのお考えを。 

○御郷デジタル政策課長 今、牛尾委員からのご指摘でございます。令和４年度に実際に

アンケートを調査したところで、そのデバイス、スマホなどを持たない理由の第２位とし

て、約４割の方が詐欺に遭うかもしれないからとかという形での回答もございました。 

 今、こういった講習会、特に、今、今月開いている４回の、定期的に開いている講習会

の中では、こういった詐欺に遭わないための方策などについてもメニューの中に盛り込ま

れておりますので、そういった形で、スマホ教室の中ではしっかりと呼びかけていってい

るところでございます。 

 以上です。 

○米田委員長 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。それでは、（２）デジタルデバイド対策について、

質疑を終了し、日程１、報告事項を終わります。 

 次に、日程２、その他に入ります。執行機関から報告事項はございますか。（発言する

者あり）はい。 

 委員の方から、何かございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 最後に、日程３、閉会中の特定事件継続調査事項についてです。閉会といえども委員会

が開催できるよう議長に申し入れたいと思います。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 それでは、本日は、この程度をもちまして閉会といたします。ありがとうございました。 

午前１１時２２分閉会 


